
みやぎ国際ビジネス・観光拠点化プロジェクト（素案） 

 

 

１ 概要 

（１）これまで県では，海外との交流の活発化による本県経済の活性化及び県勢の発展のため，国際ブランド

"MIYAGI"の確立を目指し，戦略的に経済のグローバル化やみやぎの国際的知名度向上を推進してきました。 

また，観光においては「宮城の将来ビジョン」に掲げる「地域が潤う，訪れてよしの観光王国みやぎ」の実

現を目指し，外国人観光客を含めた観光客数や観光消費額の増加を図り，観光振興に取り組んできました。 

（２）このような中，今回の震災で県の国際交流拠点である仙台空港も大きく被災し，利用客が減少していること

から，その利用増に向けた取組が必要です。また，観光面においても震災後の観光自粛や風評被害などの影響

が続いており，外国人も含めた観光客の回復に向けた取組が急務となっています。 

   平成 23年 7 月に国の「空港運営のあり方に関する検討会報告書」が公表され，空港の特性を活かした戦略

的な空港経営により，インバウンド客の増大，地域経済の活性化や雇用の創出等に繋げていくことができる旨

の報告がなされており，仙台空港運営のあり方を再構築することがこれらの課題を解決する一助になります。 

（３）そのため，空港周辺地域も含めた仙台空港のあり方を再構築する空港・臨空地域等活性化プロジェクトや仙

台空港周辺地域等における国際観光拠点化プロジェクトを展開します。 

（４）具体的には，空港・臨空地域等活性化プロジェクトにおいては仙台空港等活性化促進事業，ビジネスジェッ

ト誘致促進事業などに，国際観光拠点化プロジェクトにおいては MICE 誘致事業,観光施設等整備促進事業に取

り組みます。 
 
２ 目標（候補） 

①仙台空港利用者数 ②宮城県の貿易額（空港の輸出入額） ③外国人観光客宿泊数・インバウンド数 
 
３ プロジェクト展開 

（１）空港・臨空地域等活性化プロジェクト 

 ①仙台空港等活性化促進事業 

PPPを活用し，民間資金の導入（特定目的会社(SPC)）による仙台空港（エアカーゴターミナル(SACT)を含む）

及び仙台空港アクセス鉄道の運営のあり方を検討し，地域経済の活性化，利用者利便の向上を図ります。 

 ②ビジネスジェット誘致促進事業 

  北米とアジアの結節点にある地理的優位性を活かし，特区制度により仙台空港のビジネスジェットの拠点化を

目指します。 

 ③仙台空港周辺地域・新産業集積促進事業 

  関係市と連携し特区制度により，成長産業である「クリーンエネルギー産業」，「医療産業」の集積を図ります。 

（２）国際観光拠点化プロジェクト 

 ①MICE 誘致事業 

東北地方最大級の展示施設「夢メッセみやぎ」などを活用し，大規模な見本市・商談会の開催，国際会議・企

業研修等の MICEを誘致します。 

 ②観光施設等整備促進事業 

仙台空港への誘客を促進するため，国内外からの投資により，観光施設（ホテル，アミューズメント施設，文

化施設等）等を整備し，東北地方の新たな観光資源を創出します。 

 

４ スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「空港活性化」のスケジュールは，「空港運営のあり方に関する検討会報告書」掲載のスケジュールに基づく 

   

 

平成 23年度 

○空港・臨空地域等活性化 

①空港活性化 

・7/29 あり方検討会報告 

・導入可能性の検討 

 

○国際観光拠点化 

①MICE誘致 

・夢メッセの復旧工事 

②観光施設等整備促進 

・情報収集 

平成 24年度 

○空港・臨空地域等活性化 

①空港活性化 

・実行可能性調査(FS) 

・ﾏｰｹｯﾄ･ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(経営改

革案の募集)の実施 

○国際観光拠点化 

①MICE誘致 

・夢メッセのﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ 

②観光施設等整備促進 

・実行可能性調査(FS) 

平成 25年度 

○空港・臨空地域等活性化 

①空港活性化 

・改正 PFI法に基づく運営 

委託（ｺﾝｾｯｼｮﾝ）の募集・ 

選定 

○国際観光拠点化 

①MICE誘致 

・MICE開催 

②観光施設等整備促進 

・事業提案 

平成 26年度 

○空港・臨空地域等活性化 

①空港活性化 

・・仙台空港等の運営委託の 

実現 

 

○国際観光拠点化 

①MICE誘致 

・MICE開催 

②観光施設等整備促進 

・施設整備 

H24.3.23 更新 

H23.9.30 作成 

宮  城  県 



５ 役割分担と連携 

主体 役割 

国 
プロジェクト（空港活性化）推進（運営委託の導入可能性調査，マーケット・
サウンディングの実施，コンセッションの募集・選定など） 

宮城県 
プロジェクト（空港活性化・国際観光拠点化）推進（可能性検討・調査，空
港活性化と国際観光拠点化の実行可能性調査(FS)，民間との連携によるマー
ケット・サウンディングへの提案，コンセッションの募集・選定など） 

現運営主体 
（空ビル・SACT・ｱｸｾｽ） 

空港活性化検討への参画，各種資料提供，SPC への参画など 

民間企業 
（総合商社・金融機関等） 

プロジェクトへの提案（事業化の可能性検討など），SPC・観光施設等整備へ
の参画など 

民間企業 
（地元企業等） 

SPC・観光施設等整備への参画など 

コンサルタント プロジェクトのマネジメント（各種調査，プロジェクト間の調整など） 

県内経済団体 プロジェクトへの提案，地元企業等との調整など 

関係自治体 プロジェクト関連施策の展開など 

 
６ 県の取組 

（１）復興調整費を活用した空港活性化及び空港周辺開発に関する検討（平成 23年度）【経済商工観光部・土木部】 

（２）官民連携支援事業を活用した空港活性化等に関する実行可能性調査（平成 24年度）【経済商工観光部・土木部】 

（３）国のマーケット・サウンディングへの提案（平成 24年度）【経済商工観光部・土木部】 

（４）コンセッションの募集・選定（平成 25・26年度）【経済商工観光部・土木部】 
 
７ プロジェクト展開イメージ 

 

資料６ 


